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『釘
歎

競
見
合
抜
書

』
解
説
、
付

『軍
記
抜
書
九
種
』
覚
書

,

長*

 

『軍
記
抜
書
九
種
』

坂

成

旨

行

要

内
閣
文
庫

所
蔵

の

『軍

記
抜
書
九
種
』
は

『
保
元
物
語
』

『平
治
物
語
』

『平
家
物

語

』

『
源
平

盛
衰

記
』

『太

平
記

』

『
明
徳
記

』

『
応
仁

記
』

の
抜
書

で
あ

る
が
、

こ
れ

ら
は
江

戸
時
代

の
故
実

家
伊
勢

貞
丈
が

『
五
武

器
談

』

『
武
器
考

証
』
を
執
筆

す

る
た
め

の
準
備
段

階

の
抜

書
と
し

て
作
成
し

た
も

の
ら

し
い
。

こ
の
う
ち

『
鍔
躰

駄
軒
調

見
合

抜
書

』

の
写
本

は
、

そ

の
校
異
か

ら
判
断
す

る
と
玄
玖
本
系
統

の
今

日

知

ら
れ

て
い
な

い

一
本

で
あ

る

こ
と

が
判
る
。

ま
た

『武

器
考
証
』
所
収

の

『
異
本

太

平
記
抜
書

』

の
異
本
は

金
勝
院
本

系
統

(
丁
類
本
)

の
、

こ
れ
も
今

日
知

ら
れ

て

い
な

い

一
本

で
あ

る
可
能

性
が
高

い
。

こ
の
よ
う

に

『軍

記
抜
書
九
種

』
は
江
戸
期

故
実

家

の
仕

事

ぶ
り
を
窺

う
だ
け

で
な
く
、

軍
記

の
諸
本

研
究

の
上
か

ら
も
注
目
す

べ
き
資
料

で
あ
る
。

小
稿
は
本
誌

一
九
号

(
一
九
九

一
年
三
月
)
で
翻
刻
に
付
し
た
表
題
の
書
の
解

　
　

　

説
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
に

つ
い
て
は
旧
稿
で
ご
く
簡
略
に
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、

『参
考
太
平
記
』
以
後

の
異
本
研
究
の
足
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、

ま
た
現
在
所
在
不
明
の

『太
平
記
』
写
本
の
本
文
を
推
定
す
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
思
わ
れ
る
。

は
じ
め
に
本
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る

『軍
記
抜
書
九
種
』
の
概
要

に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。

〔軍
記
抜
書
九
種
〕

○
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
架
蔵
番
号
脳

・
34

0
写
本
二
十
六
冊
、
各
冊
右
上
に

「軍
記
抜
書
九
種
共
二
十
六
冊
」
と
墨
書
し
た

題
籏
を
貼
る
。
、但
し
各
冊
右
下
或

い
は
左
下
に

「共
四
十
八
」
と
打
付
書
が
あ

り
、
あ
る
段
階
で
四
十
八
冊
存
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
。

○
表
紙
は
淡
土
色
、
そ
の
上
中
下
に
横
縞
文
様
あ
り
。
各
冊
左
上
に

「参
考
保
元

物
語
抜
書

自

一
至
三
下
」
の
如
く
外
題
を
打
付
書
に
す
る
。
本
の
大
き
さ
縦

二
九

・
五
セ
ン
チ
、
横
二

一
・
○
セ
ン
チ
。

○
楮
紙
大
和
綴
、

一
面
の
行
数

・
用
字
は
各
種
に
よ
り
異
な
る
。

○

「浅
草
文
庫
」

「日
本
政
府
図
書
」
の
朱
印
あ
り
。

○
書
写
年
代
は
江
戸
中
期
か
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

『参
考
保
元
物
語
』

『参
考

平
治
物
語
』

(元
禄
二
年

(
一
六
八
九
)
成
立
、
同
六
年
刊
行
)

『参
考
太

平
記
』

(元
禄
二
年
成
立
、
同
四
年
刊
行
)
よ
り
後
に
な
る
。

○
以
下
全
二
十
六
冊
の
外
題
と
巻
数
を
示
す
。

ω
①
参
考
保
元
物
語
抜
書

平成4年9月29日 受理*文 学部国文学研究室
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②
②
参
考
平
治
物
語
抜
書

③
③
平
家
物
語
抜
書

(巻

一
～
巻
五
)

④

同

右

(巻
五
～
巻
六
)

⑤

同

右

(巻
七
～
巻
九
)

⑥

同

右

(巻
十
～
巻
十
二
)

ω
④
源
平
盛
衰
記
抜
書

(巻

一
～
巻
十
)

(12)(ll)(1①(9)(8)

同 同 同 同 同

右 右 右 右 右

nnnノ へn

巻 巻 巻 巻 巻
四 三 三 二 十十
十 十 十 一
一 六 〇 一 ～

～ ～ ～ ～ 巻
巻 巻 巻 巻 二
四 四 三 三 十
十 十 十 十)
八)五)
uu

 

㈱
⑤
盛
衰
記
抜
書

oの
⑥
参
考
太
平
記
抜
書

(22)(21)(20)(19)(18)(17)(16)(15)

同 同 同 同 同 同 同 同

右 右 右 右 右 右 右 右

 

㈱
⑦
写
本
太
平
記
参
考
太
平
記
見
合
抜
書

⑳

同

右

㈲
⑧
明
徳
記
抜
書

㈱
⑨
応
仁
記
抜
書

以
上
二
十
六
冊
は
○
内
に
示
し
た
よ
う
に
九
種
に
分
か
れ
、

う
に
称
さ
れ
る
。

ノロ　 nnノ へnnn　

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻(
三 三 二 二 十 十 十 九 巻
十 十 十 十 八 六 三 ～〇
六 二 七 三 ～ ・ ～ 巻 ～
～ ～ ～ ～ 巻 十 巻 十 巻

(巻 巻 巻 巻 二 七 十 二 八
巻 四 三 三 二 十)五))
二(十 十 十 十 二)
十 巻)五 一 六)

uuu

SS
巻 巻
四 二
十 十
))

 

そ
れ
故
表
題
の
よ

*

*

*

以
下
、
各
種
に

つ
い
て
そ
の
内
容
を
略
記
す
る
。

①
参
考
保
元
物
語
抜
書

,

漢
字
片
仮
名
交
り
、

一
面
八
行
、
は
じ
め
に
二
丁
半
分
の
目
次
が
あ
る
。
本
文

の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

参
考
保
元
物
語

一
上

後
白
河
院
御
即
位
段

京
師
本
杉
原
本
鎌
倉
本
並
云

八
月
十
五
日
ニ
モ
成
ヌ
今
日
ハ
駒
牽
ト
テ
左
馬
寮
ノ
使
国

々
ノ
御
牧
ノ
駒

ヲ
奉
ル
、
官
使
相
坂
関

二
行
向
テ
是
ヲ
請
取

(参
3
頁
下
)

鳥
羽
院
崩
御
段

愚
管
砂
云

其
後
親
範
現
存
シ
テ
民
部
卿
入
道
ト
テ
八
十

マ
テ
イ
キ
テ
ア
リ
シ
ニ
カ
ク

人
語
ル

ハ
イ
カ
ナ
リ
シ
ソ
ト
問
侍
ケ
レ
ハ

車

ハ
チ
ラ
シ
ア
ヒ
候

シ
ニ
召
次
力
礫
ニ
テ

(下
略
)

(参
10
頁
下
)

以
上

の
如
く

で
ほ
ぼ
百
丁
程
あ
る
本
書
は
筋
書
の
抄
出
が
目
的

で
は
な
く
、
何

ら
か
の
注
か
校
異
を

つ
け
る
た
め
の
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
印
象
と
し
て
武

具

・
服
装

・
故
実
等
に
係
る
記
述
の
抜
書
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
②
参
考

平
治
物
語
抜
書
も
①
と
同
様
の
書
で
あ
る
。

③
平
家
物
語
抜
書

表
紙
外
題
の
右
、
或
い
は
内
題
の
下
に
、

板
本
城
方
本
岡
橋
本
は
巻
第

一
よ
り
巻
第
五
に
至
長
府
本
は
巻
第

一
よ
り
巻

第
十
に
至

と
あ
り
、
板
本
等
と
長
府
本
の
巻
数
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
判
る

よ
う
に
本
書
は
板
本

(流
布
本
)

・
城
方
本

(内
閣
文
庫
蔵
慶
長
書
写
城
方
本
か
)

・
岡
橋
本

(未
勘
)

・
長
府
本

(長
門
本
)
の
四
本
を
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

漢
字
平
仮
名
交
り
、

一
面
八
行
。
以
下
に
冒
頭
の
部
分
を
引
用
す
る
。
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平
家
物
語
巻
第

一

紙
園
精
舎
の
段

　
お
　
　
　
　
に
　

忠
盛
の
朝
臣
備
前
守
た
り
し
時
鳥

羽
院
の
御
願
得
長
寿
院
を
さ
う
し
ん
し
て

…
…
…
叡
覧
を
ふ
る
に
…
…
…
ゑ
い
り
よ
に
お
う
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
・.・

…
…
道
師
す
て
に
参
の
ぞ
み
た
ま

ふ
…
…
…
御
ふ
せ
は
千
石
千
疋
金
千
両
其

上
に
御
加
布
施
御
堂
の
前
に
つ
み
お
か
れ
た
り
…
:
…
・1

殿

上

闇

打

の

段

　
　
　
ヰ
　　
カ　
　
ほ
ヰ
に
　

　
　
ホ
　
　　
に
こ
れ
あ
り

忠

盛

…

…

…

さ

ん

た

い

の

は
し

め

よ

り
大

き

な

る

さ

や
巻

を

用
意

し

…

-
…

・

脹
蘇
騒

叛
鋳
嫡
り
束

帯

の
下

に
し

と

け

な

け

に

さ

し

ほ

ら

し

…

…

・.や

は

ら

こ

の

刀
を

ぬ
き

出

い

て
び

ん

に

ひ
き

あ

て

ら

れ

た

り

・…

…

..1

右
の
よ
う
に
各
段
を
抜
き
出
し
て
四
本

の
異
同
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
も
全
体
と

し
て
武
装
等

へ
の
興
味
が
察
知
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

④
源
平
盛
衰
記
抜
書

漢
字
片
仮
名
交
り
、

一
面
七
行
。
本

書
も
章
段
名
を
示
し

『盛
衰
記
』
の
本
文

を
抽
出
し
た
も
の
、

一
例
を
示
す
。

五
節
ノ
夜
闇
打
井
周
ノ
成
王
ノ
臣
下
ノ
段

(前
略
)
内
々
有
二
用
意
」
愛

二
忠
盛
朝
臣

ノ
郎
等

二
進
三
郎
大
夫
季
房
ヵ

子
左
兵
衛
尉
平
家
貞
ト
云
者
ア
リ
…
…
…
家
貞

ハ
布
衣
.

二
繭
黄

ノ
腹
巻

ク
も
リ

　
　
　
　

崖

・
ノ
太
刀

烏
帽

引
入
袖

テ
殿
上
ノ
小
庭

ニ
ア
リ
、
子
息
平
六
家
長

フ
ト
ク

ア
ラ
ハ

タ
ク
マ
シ

ゆ
ド
　
　
　

ハ
歳
十
七
長
高
ク
骨
大
ノ
剛
ノ
者
度

々
バ
カ
子

ヲ
顕
ノ
逞
キ
者

コ
レ
モ
布
衣

シ
ヨ

・

二

、、
ノ
腹
巻
著
テ
赤
銅

浩
,
ノ
太
刀
楓

テ
無
官
ナ
レ
ハ
徐
々
ト
メ
左

右

ノ
手

ヲ
土

ニ
ツ
キ
テ
犬
居

二
居
テ
…
…
…
ツ
ト
可
二
打
入
(こ支
度
也
…
…

サ

…
忠
盛
朝
臣
黒
鞘
巻
ヲ
、
束
ノ

ニ
横
タ

へ
指
ノ
支
度
計
ナ
キ
体

ニ
テ
腰
ノ

程

ヲ

(下
略
)

校
異
や
注
を
書
き
入
れ
る
た
め
の
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
武
装

等

へ
の
興
味

に
基
づ
く
抜
書
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
本
書
④
は
次
の
⑤
盛
衰
記

抜
書
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

⑤
盛
衰
記
抜
書

本
書
は
他
書
と
は
形
式
を
違
え
、
そ
の
目
的
が
か
な
り
明
確
に
う
か
が
え
る
。

即
ち

『盛
衰
記
』
か
ら
武
具

・
武
装
等
に
関
す
る
語
句

・
詞
章
約

=
二
〇
項
目
を

上
段
に
抜
き
出
し
そ
の
下
段
に
注
を
記
入
し
た
も
の
、
但
し
下
段
の
注
は
未
記
入

の
所
も
あ
り
、
特
に
巻
二
十
二
以
降
は
注
は
二
箇
所

(そ
れ
も
ご
く
簡
略
)
し
か

な
く
未
完

で
あ
ろ
う
。
冒
頭
を
引
用
し
て
み
る

(
こ
の
部
分
、
下
段
の
注
な
し
)。

盛
衰
記
巻
第

一

五
節
闇
打
段

囚
家
貞
布
衣
ノ
下

二
萌
黄
ノ
腹
巻
衛
府
ノ
太
刀
侃
烏
帽
子
引
入
袖
纈
テ

同⑭
家
長
布
衣
ノ
下

二
紫
威
ノ
腹
巻
著
テ
赤
銅
造
ノ
太
刀
侃

同◎
忠
盛
黒
鞘
ヲ
装
束
ノ
上

二
横
タ

へ

こ
こ
で
囚
～
◎
と
し
た
詞
章
は
、
前
書
④
の
引
用
で
傍
線
を
付
し
た
㈹
～
◎
に
ほ

ぼ

一
致
す
る
。
以
下
本
書
⑤
が
掲
げ
る
語
句
は
前
書
④
の
抜
書
の
中
に
見
出
す
こ

と
が
出
来
、
即
ち
④
か
ら
更
に
抜
書
し
て
⑤
を
作

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
因

に
⑤
は
漢
字
片
仮
名
交
り
、
④
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
次
に
⑤
の
注
の
例
を
示
す

(
〔

〕
内
が
下
段
の
注
)
。

盛
衰
記
巻
第
二

清
水
寺
縁
起
段

(新
定
本

一
、
幽
頁
相
当
)

頼
政
白
キ
見
絞
紗
ノ
水
干
小
袴

二
藍
摺
ノ
帷
着
テ
立
烏
帽
子

二
太
刀
帯
テ
胡

錬

ハ
負
ス
浅
沓

ハ
ケ
リ

〔顕
絞
紗

二
作
ル
ヘ
シ
、
小
袴
古

へ
武
家

二
多
取
扱
タ
ル
事

ニ
テ
、
故
実
ノ

書

ニ
モ
所
々
二
見

ヘ
タ
リ
、
其
製
法
祥
ナ
ラ
ネ
共
、
大
概
今
ノ
葛
袴
ノ
如
ク

ニ
テ
、
短
ク
足
ノ
ク
ル
ブ
シ
長
ケ
ニ
モ
仕
立
タ
ル
モ
ノ
ト
ミ
ヘ
タ
リ
、
地

ハ

平
絹
又

ハ
布
ヲ
用
タ
ル
カ
、
猶
追
而
可
考
〕

こ
の
よ
う
に
か
な
り
考
証
的
な
注
と
言
え
る
。
巻
十
五
の

一
節
に
は

〔保
元
物
語
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羽
太
野
力
事
、
太
平
記
羽
賀
事
、
可
見
合
〕
な
ど
と
あ
り
、
他
の
軍
記
に
つ
い
て

も
同
様

の
検
討
を
し

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

⑥
参
考
太
平
記
抜
書

表
題
ど
お
り

『参
考
太
平
記
』
か
ら
抜
書
し
た
も
の
だ
が
、
目
的
が
今

一
つ
不

明
で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
り
で

一
面
七
行
、
④
⑤
と
同
筆
か
。
冒
頭
を
引
用
し

て
お
く
。
参
考
太
平
記

一

タ
リ

後
醍
醐
ノ
天
皇
御
治
世
附
武
家
繁
昌
ノ
段

後
鳥
羽
ノ
院
…
…
…
義
時

ヲ
滅
サ

ン
ト
シ
給
ヒ
シ

ニ
承
久
ノ
乱
出
来
テ
天
下

暫
ク
モ
静
ナ
ラ
ス
、
遂

二
施
旗

日
ヲ
騎
メ
テ
宇
治
勢
多

ニ
シ
テ
相
戦
フ
…
…

諸
皇
子
附
立
太
子
ノ
御
事
段

　
　
る
　

ニ
　
ニ
ノ
　
　
ノ
　
モ

此
ノ
一
ニ
ノ
御
子

ハ
各
金
閾

二
宿
盧
ヲ
シ
メ
給
ヒ
南
面
照
臨
ノ
朝
礼

ニ
モ
冠

帯
ヲ
正
シ
テ
旦
暮

二
侍
従
シ
給

ヘ
リ
云
々

こ
れ
も
梗
概
書
と
は
思
わ
れ
ず
、
新

た
に
校
異
か
注
を
付
す
た
め
の
台
本
で
あ
ろ

う
か
。
な
お
同
じ
内
閣
文
庫
に

『参
考
太
平
記
綱
要
』

(餅

・
80
、
外
題
は

『太
平
記

綱
要

全
』
)
な
る

一
冊
の
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
奥
書
に
、

享
保
七
年
壬
寅
冬
十

一
月
十
八

日
東
都

右
内
史
臣
下
田
幸
大
夫

師
古
奉

命
考
訂
十
二
月
二
十
四
日
詣

閾
進
之

も
ろ
ひ
さ

と
あ
り
、
享
保
七
年

(
一
七
二
二
)
幕
府
奥
右
筆
下
田
師
古
が
命
を
奉
じ
考
訂
し

　
　

　

朝
廷
に
献
じ
た
も
の
ら
し
い
。

『参
考
太
平
記
』
の
公
刊

(元
禄
二
年

(
一
六
八

九
))
か
ら
三
十
余
年
後

で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
筋
書

の
抽
出
で
あ
り
南
北
朝

内
乱
史
の
大
要
を
簡
便
に
知
る
こ
と
が
出
来
、

『綱
要
』
の
名
に
相
応
し
い
。
そ

の
様
式
を
巻

一
か
ら
示
す
。

巻
之

一

人
皇
九
十
五
代
後
醍
醐
天
皇

ノ
御
宇

二
当
リ
テ
武
臣
相
摸
守
平
高
時
武
威

ホ
コ

ナ

イ
カ
シ
ロ

ヒ
ソ
カ

ニ
伐
リ
朝
憲
ヲ
蔑

ニ
シ
テ
奢
リ
甚
シ
キ

ニ
因
リ
天
皇

密

二
近
臣

二
命
メ

彼
レ
ヲ
亡
サ
ン
事
ヲ
謀
リ
武
士

ヲ
カ
タ
ラ

ハ
ル
、
其

ノ
内
土
岐
頼
員
此
企

ヲ
妻

二
語
ル
、
妻
又
父
利
行

二
告
ク
、
利
行

ハ
六
波
羅
ノ
奉
行
タ
ル
ユ
へ

頼
員
ヲ
諌
メ
六
波
羅
常
盤
駿
河
守

二
訟

フ
、
因
テ

コ
コ

正
中
元
年
剛
翫
占.了
五
月
十
日
、

一
味
ノ
螢

ヲ
六
波
羅
へ
捕

フ
、
是

二
於
テ
七
月

七
日
宣
房
ヲ
勅
使
ト
シ
テ
告
文

ヲ
鎌
倉
ノ
高
時

二
賜

ハ
ル
ニ
因
リ
武
家
御

イ
ロ

ユ
ル

治
世
ヲ
綺

ハ
ズ
近
臣
俊
基
ヲ
モ
免

ス
、
然
レ
共
資
朝

ハ
隠
謀
ノ
張
本
ナ
レ

ハ
ト
テ
佐
渡

へ
流
ス

以
上
が
巻

一
の
梗
概
で
あ
る
。
年
月
日
を
記
す
箇
所
は
二
字
上
げ

に
し
年
代
記
を

意
識
さ
せ
る
点
、
ま
た

一
巻
中
の
項
目
の
頭
に
○
印
を
付
す
な
ど
し
て
読
み
易
さ

を
計
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
全

=

三
丁
、
漢
字
片
仮
名
交
り
、

一
面
七
行
、
人

名

・
地
名

・
官
職
名

・
年
号
に
朱
引
を
付
す
。
内
題
に

『参
考
太
平
記
綱
要
』
と

す
る
が
、
異
本
に
触
れ
た
と
こ
ろ
は
な
く
た
だ
底
本
と
し
て
通
行

の

『参
考
本
』

を
使
用
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
筋
書
摘
記
の
抜
書
と
し

て
は
他

に
古
態
本

に
拠
る

『太
平
記
抜
書
』

(蓬
左
文
庫

・
小
浜
市
立
図
書
館

・
島
原
松
平
文
庫

・

長
谷
川
端
氏
)
、
整
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『太
平
記
要
覧
』

(貞
享
五
年

(
一

六
八
八
)、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫

・
八
戸
市
立
図
書
館

(未
見
)

・
大
橋
図

書
館

(焼
失
)
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

『参
考
本
』
以
前
の
も
の
で
、

『参
考
本
』
出
版
以
後
に
も
梗
概
書
的
抜
書
が
作
成
さ
れ
た
徴
証
と
し

て
本
書
は

貴
重
で
あ
る
。

⑧
明
徳
記
抜
書

漢
字
片
仮
名
交
り
、

一
面
七
行
。
冒
頭
を
示
す
。

明
徳
記
巻
第
上
抜
書

　
　
　
タ

(八
丁
裏
)
将
軍
宣
ピ
ケ
ル
ハ
今
度
ノ
彼
等
力
企

ハ
全
ク
訴
訟
之
儀

ニ
ハ
非
ス
、
只

　　
ア
ま
　

天
下
活

易

汐
端

油

ツ
撹
タ
リ
屠

穫

値
29
頁
相
当
)
..ぺ+　
)
其

時
暫
会
釈
相
園
ノ
螺

ヲ
吹
立
テ
上
下
必
尤
勢
揉
合

(同
30
頁
相
当
)
…
1
去

ヤ
ス
ノ
リ

程

二
東
寺

ヘ
ハ
今
川
上
総
介
泰
範

(同
31
頁
相
当
)
…

陣
ヲ
取
テ
四
方
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ノ
門
ヲ
固
メ
所
々
二
矢
倉

ヲ
上

テ

(同
31
頁
相
当
)
…
1

(
)
内
は
朱

抜
書
さ
れ
て
い
る
部
分
を

つ
な
い
で
読
み
通
せ
ば

一
応
文
意
は
通
じ
、
あ
る
程
度

梗
概
書
の
意
味
も
持

つ
や
も
し
れ
ぬ
が
、
や
は
り
武
具

・
装
束
等

へ
の
興
味
が
窺

え
こ
れ
も
何
ら
か
の
注
釈
の
草
稿

で
あ
ろ
う
。
底
本
は
内
閣
文
庫
蔵
慶
長
十
九
年

古
活
字
本

(す
み
や
書
房

・
古
典
資
料
)
に
近
い
。

⑨
応
仁
記
抜
書

本
書
は
文
字
遣
い

・
筆
跡
と
も
に
⑧

に
同
じ
。
こ
ち
ら
は
章
段
名
を
あ
げ
、
本

文
詞
章
を
抜
書
す
る
。
依
拠
本
文
は
未
勘
。

*

*

*

以
上
八
種
の
抜
書
は
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
注
釈
か
或
い
は
校
本
作
成
の
た
め
の

草
稿
と
思
わ
れ
る
。
特
に
武
器
等
に
多
大
な
興
味
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
方
面
の

故
実
家
の
仕
事
の
未
完
成
品
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
中
期
の
故
実
家
と
し
て

挙
げ
る
べ
き
は
伊
勢
貞
丈
で
、
そ
の
膨
大
な
著
述
の
中
で
武
装
に
関
す
る
も
の
と

し
て
は

『平
義
器
談
』

『五
武
器
談
』

『武
器
考
証
』
等
が
思
い
浮
か
ぶ
。
ま
ず

『五
武
器
談
』
所
収
の

『保
元
物
語
武
器
談
』
と
①
参
考
保
元
物
語
抜
書
と
を
比

較
し
て
み
る
。
前
者
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

〇

一
基
盛
う
ち
路

へ
向
ふ
し
ら
あ
を

の
狩
衣
に
あ
さ
き
糸
の
鎧
に
う
は
を
り
し
た

る
ゑ
ほ
し
の
上
に
白
星
の
か
ふ
と
を
着
し
切
ふ
の
矢
に
二
所
藤
の
弓
も
ち
黒

き
馬
に
黒
く
ら
置
て
そ
の
り
た
り
け
る

○
し
ら
あ
を
の
狩
衣

(以
下
略
)

(
『国
文
註
釈
全
書
』
㍑
頁
上
)

①
の
五
丁
目
は
、

参
考
保
元
物
語

一
中

官
軍
方
々
手
分
段

明
レ

ハ
六
日
検
ヲ
違
使
ト
モ
関

々
へ
越
ケ

ノ
ニ
基
盛
宇
治
路

へ
向
フ
ニ
白
青

ノ
狩
衣

二
浅
黄
縣
ノ
鎧

二
上
オ
リ
シ
タ
ル
烏
帽
子
ノ
上

二
白
星
ノ
兜
ヲ
著
切

符
ノ
矢

二
二
所
藤
ノ
弓
持
黒
馬

二
黒
鞍
置
テ
ソ
乗
タ
リ
ケ
ル

と
あ
り
、
傍
線
部
の
後
は
前
者
に

一
致
す
る
。
す
べ
て
を
確
認
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
以
下

『保
元
物
語
武
器
談
』
に
立
項
す
る
詞
章
は
、
①
に
抄
書
さ
れ
た
本

文
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
即
ち
①
は

『保
元
物
語
武
器
談
』
作
成
の

た
め
の
下
準
備
の
抜
書
だ

っ
た
ら
し
い
。
同
様
の
事
情
は
②
参
考
平
治
物
語
抜
書

と

『平
治
物
語
武
器
談
』、
③
と

『平
家
物
語
武
器
談
』
の
関
係
に
も
窺
え
る
。

『源
平
盛
衰
記
武
器
談
』
は
④
↓
⑤
を
承
け
て
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

『太
平

記
武
器
談
』
は

『五
武
器
談
』
凡
例
に
、

太
平
記
に
至
り
て
は
本
文
を
載
る
事
煩
し
く
て
各
そ
の
本
文
を
略
し
た
ゴ
条

目
を
出
し
て
其
名
物
の
み
を
あ
け
談
し
む

(全
書
閻
頁
上
)

と
あ
る
よ
う
に

『太
平
記
』
の
引
用
は
章
段
名
と
僅
か
な
詞
章
の
み
で
本
文
研
究

か
ら
は
興
味
を
引
か
な
い
が
、
巻
二
十
二
が
存
在
し
、
版
本
に
拠
る
だ
ろ
う
。

⑧
明
徳
記
抜
書

・
⑨
応
仁
記
抜
書
は

『五
武
器
談
』
に
は
該
当
す
る
も
の
は
な

い
が
、

『武
器
考
証
』
に

『明
徳
記
抜
書
』

『応
仁
記
抜
書
』
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
前
者
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

〔螺
〕
巻
上
、
御
所
各
御
前

へ
被
レ
召
テ
軍
ノ
御
評
定
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
中
略
。

、時
暫
会
釈

相
図
ノ
螺

ヲ
吹
立
テ
上
下
ノ
大
勢
揉
合
セ
、

一
戦
ノ
中

二
天

下
ノ
安
否
ヲ
定
バ
ヤ
ト
思

フ
。

(
『武
器
考
証
二
』
84
頁
上
)

傍
線
部
は
⑧
の
項
で
引
用
し
た
詞
章
の
波
線
部

(前
頁
下
)
に

一
致
し
、
こ
れ
も

⑧
を
礎
稿
に
し
て
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

細
か
い
例
証
は
省
略
す
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
①
～
⑥

・
⑧

.
⑨
は
何
れ
も
伊

勢
貞
丈
の
武
器
関
係
の
故
実
書
作
成
の
た
め
の
礎
稿
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。
な
お

『五
武
器
談
』
は
明
和
八
年

(
一
七
七

一
)
十
月
の
序
を
持
ち
、

『武
器
考
証
』
は
明
和
五
年

(
一
七
六
八
)
か
ら
十
二
年
の
歳
月
を
費
し
安
永
八

年

(
一
七
七
九
Y
二
月
に
成

っ
た
と
蹟
に
見
え
る
。
前
者
は
武
器
に
関
す
る
軍
記

物
語
の
章
句
を
摘
出
し
こ
れ
に
解
説
を
加
え
る
形
式
を
持

つ
が
、
後
者
は
書
名
別

に
武
器
に
関
す
る
事
項
を
目
次
の
如
く
抽
出
し
、
そ
の
下
に
軍
記
物
語
の
詞
章
を

引
用
、
間
々
解
説
を
付
し
た
も
の
に
変
わ

っ
て
い
る
。
更
に
後
者
は
物
の
名
に
よ

っ

て
部
を
分
け
、
そ
の
物
の
名
の
下
に
書
名
を
標
示
し
た
目
録
、
引
用
書
名
の
目
録
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な
ど
も
備
え
、
前
者
よ
り
も
格
段
に
利
用
し
易
い
措
置
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、和
漢
の
歴
史
文
学
に
通
じ
、
殊

に
家
蔵

の
彩
し
い
古
書
古
記
録
を
整
理
し
、

分
類
し
、
解
説
し
、
綜
合
し
て
、
研
鎖
措
か
ず
、
し
か
も
謹
厳
に
し
て
、
事

を
処
理
す
る
、
綿
密
に
し
て
忠
実
、
其

の
著
録
す
る
所
、
細
大
洩
ら
さ
ず
、

　
　

　

全
く
煩
を
厭
ふ
を
知
ら
ざ
る
も

の
の
如
く

と
評
さ
れ
た
貞
丈
の
学
風
が
如
実
に
窺
え
る
。

『五
武
器
談
』

『武
器
考
証
』
等

の
背
後
に
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て
の
膨
大
な
抜
書
類
が
存
在
し
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、

こ
の

『軍
記
抜
書
九
種
』
は
そ
の
ほ
ん
の

一
端

に
過
ぎ
な
い

だ
ろ
う
。

さ
て
⑦
餌
躰
慧
秤
説
見
合
抜
書
は
、
以
上
の
抜
書
と
は
少
し
く
様
相
を
異
に
し

て
諸
本
研
究
の
上
か
ら
興
味
を
引
く

の
で
、
以
下
に
章
を
改
め
て
触
れ
る
。

二

『窮
躰
慧
秤
認
見
合
抜
書
』

翻
刻

で
判
る
よ
う
に
本
書
は

『参
考
太
平
記
』
の
巻
数

・
章
段
名

.
丁
数
お
よ

び
本
文
詞
章
を
掲
げ
、
そ
の
箇
所

に
相
当
す
る

『写
本
』
の
詞
章

.
丁
数
を
記
す

'
(朱
)
。
丁
数
を
明
記
し
、
か
な
り
微

細
な
校
異
ま
で
あ
げ
て
い
る
点

で
他

の
八

種

の

『抜
書
』
と
は
異
質
で
あ
る
。

『見
合
抜
書
』

(以
下
こ
う
略
称
す
る
)
の
異
文

掲
出
数
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

巻

に
よ

っ
て
掲
出
数
の
多
少
は
あ
る
が
さ
し
て
問
題
に
す
べ
き
点
は
な
い
。
全

掲
出
数
二
三
六
と
い
う
の
は
巻
に
平
均
す
れ
ば

一
巻
に
六
箇
所

(全
三
十
九
巻
と

考
え
る
)
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う

に

『写
本
』
は
玄
玖
本
系
統
の

一
本
と
推
定

さ
れ
る
が
、
そ
う
と
し
た
ら

『参
考
本
』

(流
布
本
)
に
相
違
す
る
異
文
の
数
と

し
て
は
非
常
に
少
な
い
と
言
う
べ
き

で
あ
る
。
例
え
ば
玄
玖
本
に
少
し
く
類
似
す

る
南
都
本
の
、

『参
考
本
』
に
お
け

る
巻

一
の
異
文
は
十
四
箇
所
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
と
比

べ
て
も
少
な
さ
が
判

る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の

『見
合
抜
書
』
の
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
掲
出
さ
れ
て
い
る

8 7 6 5 4 3 2 1 参 考 本 巻 数

9 3 6 1 1 1 5 4 異 文 掲 出 数

s 2 5 1 0 0 2 1
玄 玖 本 と の
一 致 箇 所 数

1 1 3 0 0 0 0 1
参 考 本 異 文
掲 出 箇 所 数

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

7 4 15 4 7 8 4 5 1 12 3

5 4 10 4 5 5 2 3 1 6 3

2 1 1 2 1 2 1 0 0 1 0

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

0 13 2 10 10 3 10 16 12 6 8

0 12 1 9 6 0 6 13 11 5 7

0 0 0 1 4 2 1 1 3 2 1

合計 40 39 38 37 36 35

　

34 33 32 31

236 6 11 7 0 5 3 3 1 6 4

179 5 11 7 0 5 3 3 1 6 3

35 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

 

校
異
が
、
今
日
の
諸
本
研
究
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
さ
し
て
必
要
と
も
思
わ
れ
な
い

箇
所
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
⑥
の
例

「敦
賀
津
」
と

「放
生
津
」

(『写
本
』)

(翻
刻
42
頁
下
)
な
ど
固
有
名
詞
の
相
違
は
そ
れ
な
り
の
意
味
は
認
め
ら
れ
よ
う

が
、

「射
落
サ
ン
ト
」
と

「射
テ
置
ケ
ト
云

マ
＼
二
」

(下
⑳
、
翻
刻
52
頁
上
)

の
違
い
な
ど
は
、
こ
の
程
度
の
異
同
は
無
数
に
あ
る
は
ず
で
、
何
故
こ
こ
を
採
り

あ
げ
た
の
か
、
何
の
た
め
に
こ
れ
を
摘
記
し
た
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
ま
た
他
の

『抜
書
』
に
窺
え
る
武
装
等
に
係
わ
る
興
味
に
よ
る
も
の
か
と
も
考
え
て
み
た
が
、
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異
文
総
数
二
三
六
の
う
ち
武
具
等
に
関
係
す
る
異
文
は
大
目
に
見
て
も

一
割
強
で

目
立

っ
た
傾
向
と
は
認
め
に
く
い
。
と
は
言
う
も
の
の
九
種
の
抜
書
の
う
ち
、
本

書
⑦
の
み
が
別
目
的
と
い
う
の
も
不
自
然
で
、
や
は
り
故
実
家
の
考
証
の
た
め
の

礎
稿
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

対
校

の
底
本
に
し
た

『参
考
本
』
に
は
写
本
と
版
本

(
『国
書
総
目
録
』
に
よ

れ
ば
元
禄
四
年

・
正
徳
三
年

・
天
保
十
年
の
整
版
が
あ
る
)
と
が
あ
る
が
、

『見

合
抜
書
』
の
異
文
掲
出
箇
所
に
明
記
さ
れ
て
い
る
巻
数

・
丁
数
は
架
蔵
の
元
禄
四

年
整
版
本
と
比
較
し
た
結
果
す
べ
て

一
致
す
る
。
ま
た
所
謂

『太
平
記
』
の

「序
」

(古
今
ノ
変
化

ヲ
採

テ
安
危
ノ
来
由

…
)
に
つ
い
て

『抜
書
』
は
、

ω
右
文
章
参
考

二
無
之

と
す
る
が
、
整
版
本

『参
考
本
』
は
第

一
冊
目
が
総
目
次
の
冊
で
、
そ
こ
で
は
凡

例
の
後
、
総
目
次
の
直
前

に

「序
」
が
あ
る
。

『見
合
抜
書
』
は
そ
れ
を
確
認
せ

ず
に
右
の
如
く
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら

『参
考
本
』
は
整
版
本
に
拠
る

と
み
ら
れ
る
。

次
に

『写
本
』
が
何
本

で
あ
る
か

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
巻
数
お
よ

び
巻
の
区
切
り
方
に
関
し

て
は
、
巻

二
十

一
の
校
異
の
末
尾
に
、

写
本
之
方
二
十
二
之
巻

ハ
全
躰
無
之

と
明
記
し

て
お
り
、
巻
二
十
二
は
欠

巻
。
ま
た
最
終
巻
は
巻
四
十
。
即
ち
巻
二
十

二
を
欠
く
四
十
巻
本
で
古
態
本

で
あ
る
と
言
え
る
。

『参
考
本
』
巻
十
六
の
09

「尊
氏
筑
紫
下
向
ノ
巻
」

・
㈱

「小
弐
菊
池
合
戦
巻
」

・
㈲

「多

々
良
浜
合
戦
ノ
巻
」
が
い
ず
れ
も

『写
本
』
で
は
巻
十
五
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
区
切
り
方
は
玄
玖
本

の
類
な
ど
古
態
本
の
区
分
に

一
致
す
る
。

『参
考
本
』
巻

二
十
二
ω

「畑
六
郎
左
衛
門
力
段
」
か
ら
⑰

「佐
々
木
信
胤
成

宮
方
」
の
話
ま

で
は

『写
本
』
で
は
巻
二
十
三
に
、
⑬

「義
助
下
向
予
州
段
」
は

『写
本
』
で
は
巻
二
十
四
に
入
る
。
ま
た

「土
岐
頼
遠
参
向
御
幸
段
」
の
話

(㈱

～
⑳
)
は
巻
二
十
三
に
配
さ
れ
る
。

こ
の
区
分
の
仕
方

・
記
事
順
序
も
玄
玖
本

・

西
源
院
本
な
ど
甲
類
本

に
同
じ
で
あ

る
。

『参
考
本
』
巻
二
十
五
～
巻
二
十
七
の
三
巻
は

『写
本
』
で
は
巻
二
十
六

・
巻

二
十
七
の
二
巻
に
な
る
。
巻
二
十
七
の
校
異
は
㎝

「師
直
師
泰
奢
修
之
段
」
か
ら

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
巻
二
十
七
は

「賀
名
生
皇
居
事
」

(こ
の
段
校
異
な
し
)

で
始
ま
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
区
分
も
甲
類
本
の
特
徴
に
合
致
す
る
。

『参
考
本
』
巻
三
十
九
の
う
ち
伽

「蒙
古
冠
本
朝
段
」
は
巻
四
十
に
属
し
、
こ

こ
か
ら
巻
四
十
を
始
め
る
の
は
玄
玖
本

・
南
都
本
の
類
で
あ
る
。

以
上
い
く

つ
か
の
巻

の
区
切
り
方
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、

『写
本
』
は
甲
類
本

の
う
ち
の
玄
玖
本
の
類

・
南
都
本
の
類
に

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
記
事
の
有
無
と
い
う
面
か
ら
は
、
巻
四
十
の
後
に
、

一

参
考
ノ
内

雲
景
未
来
記

北
条
家
金
勝
院
本
無
二
此
段

噌ト
ア
リ

足
利
義
詮
上
洛

金
勝
院
本
西
源
院
本
無
二
此
段

一ト
ア
リ

右
二
箇
所

ハ
写
本
之
方

二
全
躰
無
之

と
注
記
が
あ
り
、
こ
の
条
件
に
よ

っ
て
伝
本
の
種
類
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
し
ま

う
。

「雲
景
未
来
記
事
」

(
『参
考
本
』
で
は
巻

二
十
七
)
を
欠
く
の
は
玄
玖
本

・
南
都
本

・
京
大
本
の
類
の
三
系
統
の
諸
本
で
あ
り
、
「足
利
義
詮
上
洛
事
」
(同

じ
く
巻
二
十
七
)
を
欠
く
の
は
玄
玖
本

・
西
源
院
本

・
京
大
本
の
類

の
三
系
統

の

諸
本
で
あ
る
。右
の
二
記
事
と
も
に
欠
く
の
は
玄
玖
本

・
京
大
本
の
類
と
な
る
が
、

京
大
本
の
類
は
既
に
み
た
巻
の
区
切
り
方
が

『写
本
』
と
は
大
き
く
異
な
り
除
外

さ
れ
る
。
即
ち
問
題
の

『写
本
』
は
玄
玖
本
の
類
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
く
。
前

頁
の
表
か
ら

『見
合
抜
書
』
の
異
文
の
う
ち
玄
玖
本
の
詞
章
と

一
致
す
る
の
は
、

全
異
文
数
の
約
七
六
%
と
い
う
数
字
が
出
る
が
、
こ
れ
と
も
抵
触
し
な
い
。

　る

　

さ
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
玄
玖
本
系
統
の
諸
本
と
し
て
は
次
の
六
本
が
あ
る
。

e
玄
玖
本

(尊
経
閣
文
庫
蔵
)

⇔
松
井
本

(静
嘉
堂
文
庫
蔵
)
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要学 紀

 

大良奈

口
神
宮
徴
古
館
本

パ
神
宮
徴
古
館
蔵
)

四
真
珠
庵
本

(神
田
喜

一
郎
氏
蔵
)

㈲
服
部
本

㈹
北
畠
文
庫
本

こ
の
う
ち
9
～
国

に
つ
い
て
は

『見
合
抜
書
』
と
比
校
し
て
み
た
が
明
ら
か
に
異

な
る
箇
所
が
あ
り
、

『写
本
』
と
同

一
の
伝
本
と
は
言
え
な
い
。
四
は
未
見
で
高

　
　

　

橋
貞

一
氏
の
成
果
に
よ

っ
て
そ
の
特
徴
を
窺
い
知
る
の
み
だ
が
、

『見
合
抜
書
』

の
掲
出
異
文
に
相
当
す
る
詞
章
が
引

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
㈲

「朝
儀
年
中
行
事

事
ノ
段

ノ
内
」
の
五
行
ほ
ど
で
あ
り

(翻
刻
53
頁
下
)、
こ
れ
を
注

(
5
)
の
引

用
文

(搦
頁
)
と
比
す
る
に
詞
章
は
同
じ
な
が
ら
用
字
が
異
な
る
点
が
あ
り
同

一

写
本
と
は
断
じ
難
い
。
㈲

・
㈹
は
古
典
籍
下
見
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
の
今
日
所

在
不
明
で
そ
の
実
態
を
知
る
由
も
な

い
が
、
こ
れ
ら
も
後
述
の
理
由
で

『写
本
』

に
相
当
し
な

い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で

一
つ
注
目
し
た
い
の
は

『
写
本
』
の
丁
数
の
問
題
で
あ
る
。

『抜
書
』

の
校
異
に
よ

っ
て

『写
本
』
の
巻
の
最
終
丁
が
確
実
に
判
明
す
る
の
は
巻
三
十
八

で
あ
る
。

印ゆ
同
シ
段

(細
川
清
氏
討
死
ノ
段
)
ノ
内

四
十
八
丁

天
運
イ

マ
ダ
至

ラ
ヌ
処

(中
略
)
故
ナ
リ

〔写
本

正
什
訊
指

右

ノ
文
章
ノ
下

二
、
今
細
川
相
摸
守

(中
略
)
ト

ハ
如
此
ノ
吏
ヲ
ヤ
申

ヘ
キ
〕

(翻
刻
60
頁
上
)

右

の
校
異
は
巻
三
十
八
の
大
尾

(大
系
本
日
螂
頁
相
当
)
に
関
し
て
で
あ
り
、
『写

本
』
巻
三
十
八
は
墨
付
五
十
三
丁
で
終
わ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
複
製

　
　

　

本

・
紙
焼
写
真
な
ど
手
元
で
判
る
諸
本
の
巻
三
十
八

(玄
玖
本
で
言
う

「悪
星
出

現
之
事
付
湖
水
干
上
之
事
」
か
ら

「
年
号
改
元
之
事
付
太
元
軍
之
事
」
ま
で
に
相

当
す
る
記
事
を
持

つ
巻
)
の
墨
付
丁
数
と

一
面
行
数
を
調
べ
て
み
る
と
次
表
の
如

く

で
あ
る
。

伝

本

名

丁数

行
数

伝

本

名

丁
数

行
数

玄

玖

本

30

10

宮
内
庁
書
陵
部
本

41

9

松

井

本

32

10

米
沢
本
巻
三
十
九

35

10

神

宮

徴

古

館

本

47

9

今

川

家

本

…

34

9

真

珠

庵

本

?・

10

吉

川

家

本

34

10

北

畠

文

庫

本

?・

10

吉

田

文

庫

本

29

12

南

都

本

40

10

梵

舜

本

29

12

相

承

院

本

34

10

神

宮

文

庫

本

27

11

内

閣

文

庫

本

40

10

天
正
本
巻
三
十
七

38

8

筑

波

大

本

30

11

義
輝
本
巻
三
十
七

30

11

松

浦

史

料

館

本

33

9

野
尻
本
巻
三

十
九

40

9

毛

利

家

本

46

8

京大

本
巻三

+
九
・

四+

74

9

こ
れ
か
ら
判
る
諸
本
の
丁
数

(ほ
ぼ
三
十
～
四
十
丁
が
平
均
)
と

『写
本
』
の
五

十
三
丁
と
を
比

べ
て
み
る
と
、

『写
本
』
の
丁
数
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。

『写
本
』
は
こ
の
他
の
巻
で
も
、
例
え
ば
巻
十
四
は
八
十

一
丁
以
上
、
巻

十
七
は
八
十
六
丁
を
越
え
全
般
的
に
丁
数
の
多
い
伝
本

で
あ
る
。
こ
れ
は
簗
田
本

や
京
大
本
の
よ
う
に
殆
ん
ど
平
仮
名
で
僅
か
に
漢
字
が
交
る
と
い
う
用
字
で
な
ら

ば
考
え
得
る
丁
数
だ
が
、
ご
く
普
通
の
漢
字
片
仮
名
交
り
の
文
字
遣

い
で
あ
る
と

し
た
ら
、
大
ぶ
り
の
文
字
で

一
行
の
字
数
が
少
な
く

一
面
の
行
数
も
少
な
い

(
一

面
行
数
の
最
も
少
な
い
伝
本
は
、
管
見
で
は

『竹
柏
園
蔵
書
志
』
40
頁
所
載

の
天

　
ア

　

文
本
で
七
行
)
写
本
で
あ
ろ
う
。
因
に
玄
玖
本
系
統
の
四
真
珠
庵
本
は
十
行

・
㈲

　
　

　

　
　

　

服
部
本
は
九
行

・
㈹
北
畠
文
庫
本
も
十
行
で
、

一
面
行
数
そ
し
て
丁
数
の
面
か
ら
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お
そ
ら
く

『写
本
』
の
候
補
か
ら
は
ず
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
や
や
微
細
に
終
始
し
た
考
察
の
結
果
、
管
見
の
範
囲
で
は

『写
本
』
に

該
当
す
る
伝
本
は
な
く
、
江
戸
中
期

に
は
確
実
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
玄
玖
本
系

統
の
未
知
の

一
本

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
。

『見
合
抜
書
』
が
直
接

『武
器

考
証
』
等
に
利
用
さ
れ
た
否
か
は
不
明
だ
が
、
推
測
し
た
如
く
本
書
が
伊
勢
貞
丈

の
抜
書
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

っ
て
十
八
世
紀
後
半
に
存
在
し
た
未
知
の

『写
本
』

の
本
文
系
統
を
特
定

で
き
る
の
は
や
は
り
有
意
義
な
こ
と
で
、

『参
考
太
平
記
』

以
後
の
諸
本
研
究
史
の
中
で
の
重
要
な

一
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
得
る
の
で
あ
る
。

三

『武

器
考

証
』
所
収

『
異
本
太
平
記
抜
書

』

『武
器
考
証
』
に
右
掲

の
書
が
あ
る
の
を
見
出
し
、
実
は
こ
れ
が

『
見
合
抜

書
』
の

『写
本
太
平
記
』
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
。
と
こ
ろ
が

『異
本
抜
書
』

(以
下
こ
う
略
称
)
の
掲
出
詞
章

(十
六
箇
所
)
は

『見
合
抜
書
』
の
そ
れ
と
は

全
く
重
な
ら
ず
別
の
箇
所
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら

『異
本
太
平
記
』
は

全
く
別
の
写
本
ら
し
い
と
の
あ
た
り
が

つ
い
た
。
本
書
は
故
実
叢
書
本
で
僅
か
三

頁
分
と
い
う
短
い
も
の
な
の
で
、
左
に
項
目
と
引
用
詞
章
の
該
当
頁
数
を

『参
考

太
平
記
』

(国
書
刊
行
会
本
)

で
示
す
。

〔武

具
項
目〕

異
本
太
平
記
巻
数
・

章
段名

参

考

本

〔武

具
項
目〕

異
本
太
平
記
巻
数
・

章段

名

参

考

本

ω

〔
赤
地
錦直

垂〕

他巻七、大塔宮至
二
吉
野
山
一

御合

戦
ノ
事

鵬
頁
下

㈲

(
マ
マ)

〔
綿

御旗

日
月
御

文〕

他巻十四、旗文日月地
二

落
事

捌
頁
上

②

〔
上
指
ノ

鏑〕巻十一、筑

紫

合戦

ノ

事

鋤
頁
下

⑩

〔
小
太
刀〕巻十四、

箱
根
竹
下
軍
之
事

鰯
頁
上

③

〔
卯
花威

鎧
ノ
妻
取
タ
ル〕巻十三、中先代滅亡ノ

事

魏
頁
上

㎝

〔
小
太
刀〕巻二十九
、

摂
津
国
四
条
河
原
合
戦
ノ
事

㎜
頁
下

㈲

〔赤

革威

腹
巻〕同右

姐
頁
上

働

〔
虫
尽太

刀〕

他同右

㎜
頁
下

㈲

〔
紅
下濃

黒
糸
鎧〕巻十四、箱根竹

下
軍
ノ
事

鰯
頁
上

⑯

〔
甲

胃
ヲ
ヨ
ロ

フ〕巻二十八、左兵

衛
督
欲
被
諌

師直

師

泰事

劉
頁
上

⑥

〔
金
覆輪

鞍〕

他巻十六、筑前国

多
々
浜
合
戦

脳
頁
上

qの

〔
小

具
足〕同右

聯
頁
上

①

〔
答
ノ

矢〕

〔

矢合

ノ

鏑〕同右

脳
頁
上

03

〔
腹巻

ノ
高
紐〕

他同右

㎜
頁
上

⑧

〔
籠

矢〕巻十
四、

手
越

合
戦

姻
頁

㈹

〔
旗
頭〕巻三十

六、

尾
張
小
河
東
池
田
等
事

鵬
頁
上



62第21号

 

要学 紀

 

大良奈

右
の
う
ち
章
段
の
巻
配
置
で
注
意
す

べ
き
は
⑥

・
⑬

・
⑯
で
、
こ
れ
ら
は
古
態

本
あ
る
い
は
流
布
本
の
で
の
巻
数
と
は
少
し
く
異
な
る
。
巻
配
置
が
こ
れ
と
同
じ

伝
本
は
京
大
本

・
豪
精
本

・
中
京
大
学
本

・
米
沢
本

・
学
習
院
本

・
前
田
家
本
に

限
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
う
ち

『異
本
抜
書
』
で
は
巻
七
に
あ
る
ω

「大
塔
宮
至

吉
野
山
御
合
戦
事
」
の
章
段
を
、
前
田
家
本
は
巻
六
の
中
ほ
ど
に

「二
階
堂
出
羽

入
道
吉
野
発
向
事
」
と
し
て
配
す
と
い
う
特
異
な
巻
区
分
を
し
て
お
り
、

『異
本
』

の
候
補
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
結
局

『異
本
抜
書
』
か
ら
窺
え
る
巻
数
の
上
か
ら
は

京
大
本
の
類
と
中
京
大
学
本

・
米
沢
本

・
学
習
院
本
の
系
統
に
な
る
。

本
文
詞
章
の
上
か
ら
は
ど
の
伝
本
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
ω
の
詞
章
を
引
用

す
る
。

ノ
ガ
レ
ヌ
ト
コ
ロ

大
塔
宮
、
今

ハ
劉

ナ
リ
ト
思
召
切
テ
、
赤
地
錦
ノ
直
垂
二
、
緋
綴
ノ

鐙
ノ
マ
タ
巳
ノ
ト
キ
訓
ナ
ル
ヲ
、
草
摺
長

二
透
モ
ナ
ク
召
レ
、
龍
頭
ノ
胃
ノ

鍬
形
大

二
打
テ
付
、
白
檀
琢
沼
髄
当

週
、
,兵
庫
鎌
沼
太
ガ
ヲ
帯
、
三
尺
五
寸

ノ
長
刀
ヲ
脇

二
挟
ミ
、
不
レ
劣
兵
士
升
余
人
立
二
前
後
左
右
。一

(『武
器
考
証
二
』
蹴
頁
下
)

ま
ず

『参
考
本
』
と
の
関
係
に

つ
い
て
言
え
ば
、
点
線
部
は

『参
考
本
』
に
割
注

と
し
て
記
さ
れ
る
金
勝
院
本
の
校
異
で
何
と
か
復
元
で
き
よ
う
が
、
傍
線
部
は
同

音
な
が
ら
表
記
が
全
く
異
な
り
、
さ
ら
に
太
い
傍
線
部
は

『参
考
本
』
に
は
見
え

な
い
詞
章

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
判
断
す

る
と
、

『異
本
抜
書
』
は

『参
考
本
』
所

引
の
校
異

(金
勝
院
本
)
に
よ
っ
て
詞
章
を
作

っ
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に

『異

本
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

金
勝
院
本
の
本
文
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
②
の
例
を
次
に
示
す
。

　　
　

菊
池
入
道
、
櫛
田
宮
ノ
前
ヲ
打
過
ケ
ル
ト
キ
、
軍
ノ
凶
ヲ
ヤ
示
サ
レ
ケ
ン
、

　　
　

　カ

　
　

　　
　

後
乗
打

ニ
シ
タ
ル
ヲ
ヤ
御
替
メ
有
ケ

ン
、
菊
池
ノ
駕
タ
ル
馬
、
頓

ニ
ス
ク
ミ

イ
カ

　ヲ

ハ
　

テ

一
足

モ
不
レ
進
。
菊
池
大

二
腹

立
テ
、
奈
ナ
ル
神

ニ
テ
モ
在

マ
セ
ヨ
、
寂

(庭
)

(道
)

(ヲ
)
ト
ガ
メ

阿
ガ
軍
場

へ
向

ン
ス
ル
途
中

ニ
テ
、
乗
打
テ
尤
玉
フ
可
ヤ
ウ
ヤ
ア
ル
、
其
ノ

　　
　

義
ナ
ラ
バ
矢

一
ッ
進

ン
、
受
テ
御
覧
ゼ

ヨ
ト
テ
上
指
ノ
鏑
ヲ
抜
出
シ
、

武

ノ

箭
ノ
カ
ム
ラ

筋

二
思
ヒ
キ
ル
ト

ハ
神
モ
知
ラ
ン
　　
ク
　

ト
読
テ
、
神
殿
ノ
扉
ヲ
ニ
矢
迄
ゾ
文
タ
リ
ケ
ル
、
矢
ヲ
放
ッ
ト
馬
ノ
ス
ク
ミ

直
リ
ケ
レ
バ
、
サ
ゾ
ヨ
ト
テ
振
然
ト
シ
テ
打
通
ル
、
後

二
社
壇
ヲ
見
レ
バ
、

二
丈
計
ナ
ル
大
口
縄
、
菊
池
ガ
鏑
矢
二
当

テ
死
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
ル
、
(同

82
頁
下
)

ヨ

諸
本
に
傍
線
の
和
歌
は
な
く
、
櫛
田
宮

で
鏑
を
射
る
前
に
該
歌
を
詠
ん
だ
と
す
る

の
が
金
勝
院
本
の
特
徴

で
あ
る

(天
正
本
で
は
阿
曽
宮

で
)
。
先
に
挙
げ
た
候
補

の
諸
本
の
う
ち
で
こ
の
歌
が
あ
る
豪
精
本
と
の
校
異
を

(

)
内
に
記
し
た
。

微
細
な
相
違
で
あ
る
が
、

『異
本
』
と
豪
精
本
と
が
完
全
に
同
じ
伝
本
と
は
言

　り
　

え
な
い
よ
う
だ
。
中
京
大
学
本

・
米
沢
本
は
こ
の
歌
を
欠
き
別
系
統

の
本
文

で
あ

る
。ω
～
⑯
を

『参
考
本
』
所
引
の
金
勝
院
本
と
の
距
離
に
よ
っ
て
分
け
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

囚
ω
～
⑩

・
⑮
は

『参
考
本
』
の
引
用
す
る
校
異
が
金
勝
院
本
の
独
自
異
文

で

あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が

『異
本
』
に
極
め
て
近
い
。

囲
⑰

・
㈲
は
金
勝
院
本
独
自
の
異
文
で
は
な
く
他
本
に
も
共
通
す
る
詞
章
で
、

『異
本
』
に
か
な
り
近
い
。

⑥
⑬

・
0の
は

『参
考
本
』
に
金
勝
院
本
の
校
異
は
載
ら
な
い
。

㈹
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
恐
ら
く

『異
本
』
は
金
勝
院
本
の
系
統
か
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で

『参
考
太
平
記
』
所
引
の
金
勝
院
本
は
現
在
所
在
不
明
で
、
こ
の

系
統
の
諸
本
は
丁
類
本
と
称
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
登
美
恵
氏
の
解
説
を
引
稔

○
丁
類
本

(甲
類
の
巻
第
十
四
か
ら
十
八
ま
で
の
五
巻
に
相
当
す
る
部
分
を
七

巻
に
分
割
し
て
、
全
体
を
四
十

一
巻
に
分
割
し
て
ゐ
る
本
。
及
び
、
甲
類
の

巻
第
十
四
か
ら
十
八
ま
で
を
七
巻
に
分
割
し
た
上
、
甲
類
の
巻
第
三
十
八

・

三
十
九

・
四
十
の
三
巻
を
四
巻
に
分
割
し
て
、
全
体
を
四
十
二
巻
に
分
割
し

て
ゐ
る
本
)

京
大
本

(京
都
大
学
蔵
)



r写本太平記参考太平記見合抜書』解説、付r軍 記抜書九種』覚書長坂63

豪
精
本

(龍
門
文
庫
蔵
)

釜
田
本
巻
第
二
十
三
以
前

セ

　

お
　

こ
の
他
、
武
田
祐
吉
旧
蔵
本

(国
学
院
大
学
蔵
)
・
佐
佐
木
信
綱
旧
蔵
天
文
本

(成

葺
堂
文
庫
蔵
)
も

こ
の
系
統
か
と
推
測
さ
れ
る
。
丁
類
本
諸
本
は
、

巻
数

・
巻
の
分
け
分
に
於
い
て
は
甲
類
に
比
し
て
後
出
と
認
め
ら
れ
る
が
記

　け
　

事
構
成
に
於

い
て
は
甲
類
と
共

に
古
態
を
保

つ
と
認
め
ら
れ
る

と
さ
れ
る
よ
う
に
重
要
な
系
統
な
の
だ
が
、
伝
本
数
が
さ
し
て
多
く
な
い
上
、
何

れ
の
写
本
も
実
質
的

に
披
見
や
や
困
難
と
い
う
陰
路
も
あ

っ
て
研
究
が
進
ん
で
い

　め
　

な
い
。
手
元
に
あ
る
京
大
本

・
武
田
本
の

一
部
の
巻
の
紙
焼
お
よ
び
豪
精
本
の

一

部
の
巻
の
調
査
メ
モ
と
、

『異
本
』
の
該
当
箇
所
と
を
対
校
し
て
み
た
が
、
ど
の

本
も
か
な
り
近
似
す
る
も
の
の
細
か

い
所

で
辞
句
の
有
無
に
係
る
相
違
が
あ
り
完

全
に

一
致
す
る
伝
本
は
な
か

っ
た
。
釜
田
本
は
未
調
査

・
天
文
本
は
未
見
の
た
め
、

『異
本
』
に

一
致
す
る
可
能
性
な
し
と
は
し
な
い
が
、
今
は
丁
類
本
の
や
は
り
未

知
の

一
本
を
伊
勢
貞
丈
が
触
目
し
た
と
考
え
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
貞
丈
が
こ
の

『異
本
抜
書
』
を
著
し
た
の
は
、
そ
こ
に
見
え
る
武
具

の
名
称
等
が
他
本
と
は
違
う
特
徴
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
と

す
れ
ば

『異
本
』
と
通
行
本

(整
版
本

・
参
考
本
)
と
の
対
校
と
い
う
作
業
を
通

じ
て
、
は
じ
め

て

『異
本
』
で
あ
る
こ
と
を
知
る
わ
け
で
、

『異
本
抜
書
』
に
も

こ
の
前
段
階
と
し
て

『撰
躰
駄
韓
調

見
合
抜
書
』
の
如
き
も
の
が
存
在
し
た
と
考

え
て
不
自
然

で
は
な
い
。

『異
本
抜
書
』
は
僅
か
十
六
箇
所
の
異
文
し
か
引
い
て

い
な
い
が
、
こ
れ
は
武
具
に
関
す
る
興
味
が
優
先
し
た
も
の
で
止
む
を
得
ず
、
諸

本
研
究
の
立
場
か
ら
は

『見
合
抜
書

』
の
如
き
も
の
が
出
現
す
れ
ば
、
更
に
多
く

の
恐
ら
く
は
丁
類
本
系
統
の
異
文
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
夢
想

す
る
の
で
あ
る
。
先
に

『見
合
抜
書
』
の
目
的
が
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
と
し
た
が
、

『異
本
太
平
記
抜
書
』
と
同
様
な

『
写
本
太
平
記
抜
書
』
を
作
る
前
段
階
の
も
の

と
考
え
れ
ば
不
自
然
で
は
な
く
、

『
見
合
抜
書
』
も
や
は
り
貞
丈
の
仕
事
の

一
部

分
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

*

*

*

以
上
、
珀
事
に
終
始
し
た
が

『軍
記
抜
書
九
種
』
は
江
戸
中
期
の
故
実
家
伊
勢

貞
丈
が

『五
武
器
談
』

『武
器
考
証
』
等
を
作
成
し
た
そ
の
前
段
階
の
作
業
の
所

産
で
あ
り
、
ま
た

『窮
躰
駄
韓
謡

見
合
抜
書
』
は
玄
玖
本
系
統
の
、

『武
器
考

証
』
所
収
の

『異
本
太
平
記
抜
書
』
は
丁
類
本
系
統
の
、
何
れ
も
現
在
所
在
不
明

の
写
本
の
抜
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

注

(
1
)

「太

平
記

の
伝
本

に
関
す

る
基
礎
的
報
告

」

(
「
軍
記
研
究

ノ
ー
ト
」
5
号
、

一
九

七
五
年
八
月
)

(
2
)

『
寛
政
重

修
諸
家
譜

』
第

二
十

に
よ
れ
ば

下
田
師
古

は
大
江
氏

で
幸
大
夫
と

名

の

る
。
正
徳

五
年

三
月
六
日
表
御
右
筆
、
享
保

元
年

二
月
十

三
日
奥

御
右
筆
に
う

つ
り
、

の
ち
和

学

の
事
を

承
り
、
享
保

八
年
十

二
月
二
十

二
日
御
書

物
奉
行

に
転

じ
る

(巻

=
二
七

八
、

11
頁
)。
本
書

編
集

の
時
点

で
は
奥
御
右
筆
。

　

(
3
)
石
村
貞
吉

『
伊
勢

貞
丈

』

(
一
九

四
四
年

八
月
、
春

陽
堂
)
9
頁
。

(
4
)
鈴
木

登
美
恵

「玄
玖
本

太
平
記
解
題

」

(
『
玄
玖
本
太
平

記
㈲

』
所
収
、

一
九
七
五

年

二
月
、
勉
誠
社

)
17
頁
。
な

お
注

(
1
)

の
旧
稿

で
真

珠
庵
本
を
豪

精
本
と
誤
記

し

た

(
69
頁
上
)
。
訂
正
す
る
。

(
5
)

『太
平

記
諸
本

の
研
究
』

(
一
九
八

〇
年

四
月
、

思
文

閣
出

版
)

(
6
)
紙
焼

写
真

の

一
部

は
大
森
北

義
氏

・
長

谷
川
端
氏

に
借
覧

し
た
。
記
し

て
御
礼
申

し
上
げ

る
。

(
7
)
注

(
5
)
の
書

の
鵬
頁
。

(
8
)

『展
観

入
札
目

録
』

(
一
九
六
八
年

六
月
、
東
京

古
典
会

)

の
写
真
版

二
頁

に
掲

載

の

『
太
平

記
』

(
室

町
末

期
写
、

三
冊
Y
が
服
部
本

ら
し
く
、

そ
の
写
真

(巻

三

十

三
冒
頭
)
に
拠
る
。

(
9
)

『
三
都
古
典
連

合
創
立
十

周
年
記
念

古
典
籍

下
見
展
観

大
入
札
会

目
録
』

(
一

九

七
三
年
十

二
月
、

三
都

古
典
連
合
会

)

に
よ

る
。

な
お
川
瀬

一
馬

「大
島
氏
青

難
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書
屋

の
こ
と

」

(
「書
誌
学

」
復

刊
新

29
号
、

一
九
八

二
年

四
月
)
所
載

の

「青
難
書

屋
展
観

目
録
」

に
、

「古

写
本

四
八
太

平
記

北

畠
文
庫

旧
蔵

四
十
冊
」
と
あ

り

(
34
頁
)
、
本
書

は
大
島
雅
太
郎
氏

旧
蔵
ら

し
い
。

(
10
)
中
京

大
学
本

(
日
置
本
)

は

『
異
本
抜

書
』

の
引

く
十
六

箇
所

の
異
文

と
は
殆
ん

ど

一
致
せ
ず

、

こ
の
限
り

に
お

い
て
は
金

勝
院
本

(
丁
類
本

の
系
統
)

と
は
別

の
系

統

の
本

文
を
持

つ
。

全
般
的
な
検
討

は
別
稿

に
譲

る
。

(
11
)

注

(
4
)

の
5
頁

。

(
12
)

『国

学
院
大

学
図
書

館
蔵
武

田
祐
吉
博
士

旧
蔵
善
本

解
題

』

(
一
九
八

五
年

十

二

月
、
角
川
書

店
)

の

「
二
十

六

太
平
記

」

(
石
井
由

紀
夫

・
小
林
弘
邦
稿

)
に
よ

る
。

(
13
)

亀
田
純

一
郎

「太
平

記
」

(
『岩
波
講
座

日
本
文

学
』
、

一
九
三
二
年
七
月
)

一
〇

頁
。

(
14
)

注

(
4
)

の
注

一
九

(
二
〇
頁
)
。

(
15
)

紙
焼
写
真
を
石
井
由

紀
夫

氏

に
借
覧
し
た
。
記
し

て
御
礼
申

し
上
げ

る
。

付
記

諸
本
の
閲
覧

・
複
写
に
御
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
国
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
、

各
地
の
図
書
館

・
文
庫
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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